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貸 借 対 照 表 
 

（2024年12月31日現在） 
（単位：千円） 

資  産  の  部 負  債  の  部 

科   目 金 額 科   目 金 額 

流 動 資 産 15,532,392 流 動 負 債 5,225,268 

現 金 及 び 預 金 6,212,944 買 掛 金 2,297,950 

受 取 手 形 、 売 掛 金 及 び 
契 約 資 産 

6,264,366 電 子 記 録 債 務 41,381 

電 子 記 録 債 権 181,695 未 払 金 566,323 

商 品 68,030 前 受 収 益 217,420 

仕 掛 品 257,705 未 払 法 人 税 等 750,421 

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 2,000,000 預 り 金 79,321 

前 払 費 用 501,961 賞 与 引 当 金 1,114,533 

未 収 入 金 102,690 役 員 賞 与 引 当 金 90,989 

そ の 他 33,053 工 事 損 失 引 当 金 52,793 

貸 倒 引 当 金 △90,056 事 業 構 造 改 善 引 当 金 5,027 

固 定 資 産 6,021,166 そ の 他 9,106 

有 形 固 定 資 産 555,212 固 定 負 債 1,229,447 

建 物 326,972 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 141,751 

工 具 器 具 備 品 227,187 退 職 給 付 引 当 金 890,782 

リ ー ス 資 産 1,053 資 産 除 去 債 務 164,531 

無 形 固 定 資 産 656,019 長 期 前 受 収 益 24,445 

ソ フ ト ウ エ ア 593,194 そ の 他 7,936 

ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定 47,622 負 債 合 計 6,454,715 

電 話 加 入 権 15,202 純 資 産 の 部 

投 資 そ の 他 の 資 産 4,809,933 株 主 資 本 15,028,314 

投 資 有 価 証 券 447,812 資 本 金 596,035 

関 係 会 社 株 式 2,882,999 資 本 剰 余 金 1,642,285 

長 期 前 払 費 用 53,894 資 本 準 備 金 638,173 

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 94,132 そ の 他 資 本 剰 余 金 1,004,111 

敷 金 保 証 金 655,158 利 益 剰 余 金 12,789,994 

繰 延 税 金 資 産 760,896 利 益 準 備 金 33,490 

そ の 他 4,000 そ の 他 利 益 剰 余 金 12,756,504 

貸 倒 引 当 金 △88,959 別 途 積 立 金 2,000,000 

  繰 越 利 益 剰 余 金 10,756,504 

  評 価 ・ 換 算 差 額 等 70,528 

  その他有価証券評価差額金 70,528 

  純 資 産 合 計 15,098,842 

資 産 合 計 21,553,558 負 債 純 資 産 合 計 21,553,558 
  

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書 

      

( 2024年１月１日から 
2024年12月31日まで ) 

（単位：千円） 

科               目 金       額 

売 上 高 32,901,848 

売 上 原 価 25,717,863 

売 上 総 利 益 7,183,985 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,819,035 

営 業 利 益 3,364,949 

営 業 外 収 益 94,779 

受 取 利 息 7,112 

受 取 配 当 金 5,359 

投 資 有 価 証 券 売 却 益 792 

為 替 差 益 5,010 

助 成 金 収 入 10,000 

受 取 保 険 金 54,679 

そ の 他 11,825 

営 業 外 費 用 18,945 

支 払 利 息 222 

固 定 資 産 除 却 損 3,242 

支 払 手 数 料 10,601 

そ の 他 4,879 

経 常 利 益 3,440,782 

特 別 利 益 249,181 

新 株 予 約 権 戻 入 益 151,100 

債 務 保 証 損 失 引 当 金 戻 入 益 68,255 

そ の 他 29,824 

特 別 損 失 150,461 

減 損 損 失 55,544 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 88,959 

そ の 他 5,957 

税 引 前 当 期 純 利 益 3,539,502 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1.060.914 

法 人 税 等 還 付 税 額 △47,922 

法 人 税 等 調 整 額 △10,226 

当 期 純 利 益 2,536,737 
  

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
  



- 3 - 
 

個別注記表 

１．重要な会計方針に係る事項 

(1）有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

 市場価格のない株式等 

以外のもの     ……… 

 

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し売却原価は移動平均

法により算定） 

 市場価格のない株式等……… 移動平均法による原価法 
 
 子会社株式……………………… 移動平均法による原価法 
 

(2）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 商品……………………………… 移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法） 

 仕掛品…………………………… 個別法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法） 

 貯蔵品…………………………… 個別法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法） 
 

(3）固定資産の減価償却の方法 

イ．有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物……………………………３～18年 

工具器具備品…………………３～20年 

ロ．無形固定資産（リース資産を除く） 

（市場販売目的のソフトウェア） 

見込販売期間（３年以内）における見込販売収益に基づく償却額と販売可能な残存有効期間に基づく均等

配分額を比較し、いずれか大きい額を計上する方法を採用しております。 

（社内利用目的のソフトウェア） 

社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定額法を採用しております。 

 ただし、特定顧客との契約に基づくサービス提供目的のソフトウェアについては、当該契約に基づく利用

期間にわたって利用量に応じた収益に基づき償却しております。 

ハ．リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しております。 
  

(4）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

期末現在に有する金銭債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員の賞与の支出に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。 

③ 役員賞与引当金 

役員の賞与の支出に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

⑤ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。 

イ．退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。  

ロ．数理計算上の差異の費用処理方法 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。 

⑥ 工事損失引当金 

受注制作ソフトウェア開発に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末において損失の発生が見込まれ、

かつ、金額を合理的に見積ることができる案件について、損失見込額を計上しております。 

⑦ 事業構造改善引当金 

当社データセンター設備等の再構築に伴い発生すると見込まれる損失に備えるため、当事業年度末における

損失見込額を計上しております。 
 

(5）重要な収益及び費用の計上基準 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する情報関連サービス事業における主な履行義務の内容及び当該履行

義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。 

① アウトソーシング分野 

アウトソーシング分野においては、システム運用・管理サービス、ソフトウェア保守サービス、ヘルプデス

クサービス等を行っております。 
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当サービスについては、日常的又は反復的なサービスであり、契約期間の経過に応じて履行義務が充足され

ることから、役務を提供する期間にわたり顧客との契約において約束された金額を按分し、収益を認識してお

ります。 

② ソリューション分野 

ソリューション分野においては、流通・サービス業向け基幹システム、クレジットカードシステム等の受注

制作のソフトウェア開発を行っております。 

請負契約による取引については、プロジェクトの進捗に伴って一定の期間にわたり履行義務が充足されるこ

とから、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しており

ます。履行義務の充足に係る進捗度の見積りは、各報告期間の期末日までに発生した実績総製造原価が、予想

される総製造原価に占める割合に基づいて行っております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義

務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合には、完全に履行義務を充足した時点で、収益を認

識しております。 

準委任契約による取引については、契約期間内の労働時間の経過により履行義務が充足されることから、契

約によって定められたサービス期間にわたり提供した作業量に応じて、収益を認識しております。なお、成果

物の引渡し義務を伴う準委任契約は、成果の進捗に従って一定期間にわたり履行義務が充足されると判断し、

請負契約と同様に収益を認識しております。 

③ プロダクト分野 

プロダクト分野においては、当社が有する流通・サービス業向けのパッケージソフトウェアの販売及び顧客

システム等に応じたカスタマイズ開発を行っております。 
パッケージソフトウェアの販売については、顧客への製品引き渡し、検収の受領等、契約上の受渡し条件を

充足した時点で履行義務が充足されることから、当該時点で顧客との契約において約束された金額をもって収

益を認識しております。なお、サブスクリプション型のサービス提供の場合は、契約期間の経過に応じて履行

義務が充足されることから、役務を提供する期間にわたり顧客との契約において約束された金額を按分し、収

益を認識しております。 
パッケージソフトウェアのカスタマイズ開発については、ソリューション分野における請負契約及び準委任

契約による取引と同様に収益を認識しております。 
④ その他ＩＴ関連分野 

その他ＩＴ関連分野においては、システム構築の一環としてのハードウェア販売サービス、チェーンストア

各店舗への店舗システム導入展開サービス等を行っております。 
当サービスについては、顧客への商品引き渡しやサービス提供、検収の受領等、契約上の受渡し条件を充足

した時点で履行義務が充足されることから、当該時点で顧客との契約において約束された金額をもって収益を

認識しております。 
  

(6）退職給付に係る会計処理 

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法

と異なっております。 
 

(7）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。 


